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Harverd Guide to American History， 編者はこの仕事を1969年から1970年
1955の第29章 GreatDepression， にかけて，プリンストン大学経済部の
1930-1941の20ページほどのリコピ一 本貝研究員(visiting fellow) として
だった。その親切には感謝したが，こ 滞米中に， 1'らの研究のための参考文
れはすでに日を通したあとであった。 献目録としてはじめた。そしてそれを
多分ローズヴェノレト図書館はその文献 帰国後，著書としてまとめて出版され
日録をと考えるなら，図書館のカード たものである。文献の各仰について著
全部をコピーして送る他はなく，それ 者名・タイトル・出版地・発行所・出
でさえもまだもちろん不充分で，この 版年・ベージ数を記入してある。これ
ような依頼に答える方法がなかったの だけの丁寧な記述を各冊について統ー
であろう。つまりアメリカには右大な 的に日本で行うのが，どんなに大変な
資料と蔵書はあるが，その文献日録は 仕事であるか，筆者にも怨像できるよ
存在しないということであろう。だか うな気がして，その努力を大いに多と
ら日本人である平田氏の手によってニ したいものである。そして平田氏がそ
ュー・ディーノレ文献日録が作製される れに成功されたのは，この仕事をアメ
ことは，日本人の研究者にとってばか リカで始められたということが一つの
りでなく，アメリカ人の研究者にとっ 大きな原因になっているのであろう。
てもきわめて有用であろうと思われる O さて，このような書評には一定の褒詳
ところで今回のこの文献目録は前に のあとでなにかしら著者への註文をつ
もふれたとうり， 1930年代を扱う英文 げて終るのがならわしのようであるが，
の著書に限定している。 20年代につい 筆者はとてもそれをする気になれないっ
ては大恐慌を準備する経済的不均衡に 強いていえば，本書の出版のあとにも
関する若干の文献にかぎってこれを加 ニュー・ディーノレ研究書が次々に出版
えている。雑誌論文はのぞかれているつ されているので，本書の重版の際にそ
そしてその編別は全体を大きく 2部に れらをとり入れてほしいという位のこ
分け，第1部は著書・モノグラフ・報 とである 3
告書のたく¥、を納め，第2部は政府一文
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